
受 講 料

人間発達研究所主催
お問い合わせ 〒520－0052 滋賀県大津市朝日が丘1－4－39   梅田ビル3階

TEL/FAX 077－524－9387 E-mail j-ih63su@j-ihd.com

今回の講座では、乳児期後半から幼児期への質的転換期である１歳半以降をとりあげ、この時期
に獲得する１次元可逆操作とその充実について学びます。この時期にあたるひとは、物やひととの
関係の中で自分の行動の意味に気づき、行動するようになります。自分なりの「こうしよう」「こ
うしたい」という思いや目的のもと行動するようになり、「自分で〜」「自分が〜」と行動を再生
産する中で主体としての自分＝“わたし”を育んでいくのです。この１次元可逆操作の獲得から充実に
大きな意味を持つのがひととの関係、それも意識している相手との関係です。相手との関係の中で
行動の意味や目的に気づき、そして共有することがその後の発達にとって大切になります。
今回の発達の講義ではその詳細を学び、障害のある人もない人も等しくすすむ発達の道すじの中

で、発達と障害との関係についても考えます。また、保育も教育も福祉も例外なく人手不足で分断
と孤立化がすすんでいますが、そんな職場の中で働く人々の自分づくりについても考えあい、その
状況をつくりだしている社会のしくみや背景にも目を向けます。
私にも、あなたにも、子どもたちにも、障害のある人にも、自由に、平等に、すこやかに、生存

し、安全で安心な環境のもとで豊かな人格をはぐくむ発達の権利があります。その権利を実現する
のが私たちが考える発達保障です。発達と発達保障についてこの機会に一緒に考えあいませんか？

※1998年4月2日以降
生まれの会員

開催形態 ハイブリッド方式（録画配信もします）

●一般 12,100円（11,000円＋税）
●会員 9,350円（ 8,500円＋税）
●25歳以下会員 3,850円（ 3,500円＋税）

人間発達講座
21世紀を生きるあなたとわたしの発達保障

第3回 みんなのなかで
                      わたしが生まれる

２０２５年２月１日（土）10:50～16:30

 ２日（日） 9:20～14：40

会場（対面）とオンラインで開催

会 場 コラボしが２１（滋賀県大津市打出浜2-1）3階大会議室

後援 滋賀県・滋賀県教育委員会・滋賀県社会福祉協議会



10:50 12:00
基調報告
人間発達研究所
運営委員会

発達保障の課題2025
今回の講座のねらいや、みなさんと考えあいたいことを提起します。

運営委員による共同研究の報告の場です。

13:00 15:00
第１講義
白石恵理子さん
（滋賀大学）

幼児期前半の発達
――１次元可逆操作の獲得から、２次元形成へーー

1歳半ば頃は、発達の大きな変わり目であり、「1歳半の発達の節」と
呼ばれています。歩行が安定しはじめる、道具を使用する、話し言葉を
獲得するなど全身運動や手指の操作などのさまざまな活動や生活におい
て変化がみられます。そのような変化のなかで、目的（つもり）を持っ

 て行動する力を獲得し、赤ちゃんを卒業し幼児期に入っていきます。
この講座では「可逆操作の高次化における階層－段階理論」を踏まえ、

 生後第3の階層にあたる「次元可逆操作の階層」に入り、幼児期の世界
 が始まるこの1歳後半から2歳過ぎまでの発達の特徴について学びます。

15:20 16:30
第２講義
安藤史郎さん
（寝屋川市立

あかつき・ひばり園）

自分と他者への信頼を積み重ねていった4年間
――時間をかけて1次元可逆操作の獲得と

充実をしていった事例を通して――
「ふぁーーん」。思いが通らないと身体をのけぞらせて怒る。大人が

 近づくだけでも泣いて逃げていく。そうたくんにとって世界は不安で
いっぱいに映って見えていました。しかし、一見「一緒に遊べない」
「うろうろしている」姿のなかに、安心できること、楽しみたいという
心が確かにありました。ああかな、こうかな…保護者とそうたくん理解

 を深めながら職員も試行錯誤。そうたくんの「大好き！」をとことん大
 切にすることで、小さな“やってみたいな” “わかってもらえた”という自
分と相手とを信頼する心を膨らましていきました。
この講義では、ていねいに時間をかけて１次元可逆操作を獲得し充実

 していった子どもの療育実践を通して、乳幼児期の保育・療育において
 大切なことは何かについて学びあいたいと思います。

講師・講義内容

（10:00開場・zoom入室開始）10:40～10:50 開会挨拶
２月１日（土）

●講座のテキストは事前に郵送します

●参加者による録画・録音はできません



09:20 10:20
第３講義
白石恵理子さん
（滋賀大学）

発達と障害
 人間発達を可逆操作の展開として捉えると、障害の有無にかかわら
ず、そのみちすじはすべての人に共通します。しかし、障害がある場
合、この可逆操作の獲得や展開に影響を及ぼし、発達の遅れ等の現象
を引き起こすことがあります。
この講義では、このような発達と障害との関係について、1次元可逆

操作の獲得と充実に困難がある場合に焦点をあて、第1講義の内容を踏
まえながら学びます。

10:40 12:10
第４講義
寺内順子さん（

(一般社団法人
シンママ大阪応援団代表理事、
大阪社会保障
協議会事務局長）

「大丈夫？」より「ごはん食べよう!」
――尊厳を回復していく支援を考える――

シンママ大阪応援団は、大阪社保協が立ち上げ、シングルマザーの
支援を行っています。そのサポートスタイルは、過去を問わない、何
も聞かない、意見を言わない、ということです。一緒に食べる美味し
いケーキと温かい食事は、言葉より伝わるものがあります。シンママ
世帯がどんな暮らしをしているのか、その貧困の実態と支援を通して、
ママと子どもたちが尊厳を回復していく姿から、支援の在り方や社会
の課題について学びます。

13:10 14:40
第５講義
伊藤周平さん
（鹿児島大学）

岐路に立つ日本の社会保障
――権利としての社会保障の再構築にむけて――
障害者のグループホームをめぐる不正受給問題が昨年来マスコミを

にぎわしています。あるいは子どもの虐待についてもいっこうに減少
していません。社会福祉がサービス利用という関係に切り替わること
のなかで、障害者福祉や保育の質は充実したかといえばそのようには
見えません。むしろ深刻化し、職員は疲弊し、当事者家族の子育ての
不安は高まっています。この講座の最終講義は、深刻化しているそれ
らの状況がなぜ起こってくるのか、そのしくみや背景をまずは学びま
す。そして今の現状を打開していくために、権利論に依拠した運動や
制度の改変などが可能なものなのか、あるはそれ以外の視点も含めた
今後の展望についてお話しいただき、私たちの明日への勇気と元気に
していきましょう。

２月２日（日）

会場参加限定!!  オプション企画 「感想をおしゃべりしよう」（15：00～30分程度）

はじめての企画です。2日間たくさんの話を聞いて学んだいろんな思いをわかち合いませんか？
10人くらいの各グループに、発達保障学校を担当している運営委員・講師が入ります。
2日間の最後に30分、おしゃべりしましょう！（希望者のみ申込み制のオプション企画です）

＜進行役の運営委員・発達保障学校講師メンバー＞
荒木穂積・安藤史郎・坂本彩・髙田智行・田村和宏・富井奈菜実・松島明日香・松永朋子
・山田宗寛・山本翔太・渡部昭男 他



＜オンライン受講＞（定員450人）
右のQRコードまたは人間発達研究所のホームページから申し込みページにアクセス
してください。カ ード・コンビニ・ペイジー払いができます。
送金後、@eventpay.jpから確認メールが届きます。
申し込みにかかる手数料はご負担ください。

＜会場受講＞（定員150人）
①インターネットから：右のQRコードまたは人間発達研究所のホームページから
申し込みページにアクセスしてください。カ ード・コンビニ・ペイジー払いが

できます。
②専用申込用紙（払込取扱票）で： 手元にない場合はご請求ください。
テキストに受講票を同封してお送りします。
申し込みにかかる手数料はご負担ください。

●会場：コラボしが２１（滋賀県大津市打出浜2-1）
京阪電鉄 石場駅より徒歩約３分
JR琵琶湖線 大津駅or膳所駅より徒歩約15分~20分
名神高速大津ICより車で約５分
※来場者用の駐車場はありません。
近隣のコインパーキングをご利用ください。

●飲食：講義室内は持ち込み飲食が可能です。 ゴミは各自お持ち帰りください。

会場受講と、オンライン受講と、
申し込みサイトが異なります。申込方法

キャンセルについて メール・FAX・郵送で人間発達研究所まで連絡ください。
必ずキャンセル受付の返信を確認してください。
※2025年1月14日（火）以降のキャンセルはできません。

申し込み締め切り 2025年1月14日（火）まで
   期日前でも定員になると締め切ります。特に出張で参加される方はゆとりをもって申し込みください。

録画視聴 2025年2月8日（土）から２月24日（月）まで（予定）

●出張などで上記の方法での払込ができない場合や、同じ職場から多数でお申し込みの場合は、
人間発達研究所まで連絡ください。
申込受付後、請求書の発送（払込銀行口座を案内）→zoom登録案内 or 会場案内となります。

  ※参加申込みをされていない第三者への動画共有・SNS等での
視聴URLの公開は、不正行為となりますのでご遠慮ください。

●会場受講で、介助（移動・情報保障）の必要な方は、12月中に人間発達研究所まで連絡を
ください。車椅子ご利用の場合もお知らせください。

●会場受講→オンライン受講の変更は可能です。
オンライン受講→会場受講の変更は原則できません。

●会場参加の場合も、録画視聴の案内をお送りします。

会場受講
申込専用QRコード

オンライン受講
申込専用QRコード
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